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	本副専攻プログラムの科目の登録；
	履修者が所属する研究科・学府の履修方法，期間及び基準により行ってください（注４）．
	［注４］１．履修者が所属する研究科・学府において，定められた期間に必ず履修登録を行うこと．
	６．副専攻プログラムの開講科目
	本副専攻プログラムの履修者は，所属する研究科・学府の主専攻で定められた修了要件に加えて，本副専攻プログラムで定められた以下の表1から履修しなければなりません．
	７．修了要件
	８．副専攻プログラムの修了申請
	履修者は，本副専攻プログラムの修了要件を満たす見込みとなった時点で，修了申請として下記の2つの書類を修了年度の2月に安心センターに提出すること．提出期限は別途受講者に通知する．
	１０．副専攻プログラムの教務関係・事務手続きおよびその他の問い合せ先

